令和7年度　南信州広域連合自立支援協議会　くらし部会（知的障がいチーム）活動報告


１　令和7年度の活動目標
　昨年度の活動のまとめから検討課題を取り上げ、部会参加者からも学びたい課題を挙げてもらい年間計画を立てる。テーマによっては前年度に引き続き検討をするものもあり、部会参加者が主体的に作り上げる部会を目指す。
地域移行についての状況把握と検討、また、事例検討や実践報告から日々の支援に生かせるような学びの場とすると共に地域の課題に取り組んでいく。


２　部会の開催日程及び取組内容
	開催月日
	参加者
	内容

	第1回
　5月15日（木）
	17名

	令和6年度活動報告及び令和7年度活動計画（案）について

	第2回
　7月17日（木）
	14名

	事例検討「飯田養護学校のケース」
事例提供：飯田養護学校

	第3回
　9月18日（木）
	11名

	「施設入所者の地域生活の移行について」
アンケートをもとに状況把握

	第4回
　11月20日（木）
	12名

	事例検討「施設入所者の地域生活への移行について」
事例提供：親愛の里松川

	第5回
　1月15日（木）
	18名

	事例検討「飯田養護学校のケース」その後
事例提供：飯田養護学校

	第6回
　2月19日（木）
	9名

	令和7年度のまとめと令和8年度の活動検討




３　活動成果
· 事例検討は大変勉強になった。
· 各所との情報交換もできてよかった。
· ケース検討のために養護学校と事業所に準備いただいた。現場の課題を見つけるという内容ではなかったが、難しいケースを検討する事で自分たちの抱えるケースに役立つこともたくさんあると思う。よい内容だった。
· 事例検討のグループワークを通して、支援の方法や地域課題について考えることができた。養護学校の事例については第2回と第5回でその後の様子も聞いたうえで再度事例について考えることができ、わかりやすかった。
· 昨年度に引き続き実施した「地域移行のためのアンケート」について、具体的な施設の現状や地域課題を共有することができたのでよかったと思う。
· 事例のグループワークなど勉強になること、自事業所でも参考になることが多くあった。
· 他施設での事例検討などはお互いに勉強になるしいろいろな意見が出るので、自分の施設では思いつかないような事もありよいと思う。


４　次年度に向けて検討すべき課題等
· 事例検討は継続していきたい。
· 来年度は第7期障害福祉計画、第3期障害児福祉計画の最終年度となる。地域移行は目標値が定められており、達成のための取組が必要となるが、これまでのアンケート結果をもとに圏域として何ができるかしっかりと検討していきたい。
· 今回の事例検討で卒業予定の方の事例が出ていたが、卒業後、学校と新しい環境では何かやり方を変えて変化があったかを知りたいと感じた。
· 事例検討は続けるとよい。
· 行政の方（市町村の福祉課）にも多く出席していただけると、幅広く情報共有をさせていただけると思う。
· 急な勤務交代や利用者対応で、参加できなくなることが多々あった（現場の慢性的な人材不足）。
· 現場の支援体制が整わず、部会への参加が難しいことが増えている。

